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経
営
指
針
部
会
主
催
に
よ
る
第

二
十
三
期
「
経
営
指
針
を
つ
く
る

会
」（
一
泊
二
日
全
六
講
）
が
今
年

度
も
ス
タ
ー
ト
。
企
業
の
道
し
る
べ

と
な
る
経
営
指
針
を
成
文
化
し
、
厳

し
い
経
営
環
境
を
乗
り
越
え
る
た

め
、
三
十
八
社
よ
り
四
十
五
名
が
参

加
し
ま
し
た
。
こ
こ
数
年
、
参
加
者

数
が
増
加
傾
向
に
あ
る
の
は
、
参
加

企
業
の
業
績
好
調
が
会
員
に
広
く
伝

わ
っ
て
き
て
い
る
か
ら
と
推
測
さ
れ

ま
す
。

㈱
和
多
利
合
同
事
務
所
・
山
口
氏

が
「
経
営
指
針
作
成
の
意
義
と
全
体

像
」
を
テ
ー
マ
に
、
経
営
環
境
の
構

造
変
化
や
経
営
者
の
役
割
の
説
明
を

交
え
な
が
ら
、
そ
の
重
要
性
を
講
義

し
ま
し
た
。
ま
た
、
四
期
連
続
で
参

加
す
る
㈱
エ
ス
テ
ィ
ビ
ー
・
杉
崎
氏

が
「
経
営
指
針
作
成
で
我
が
社
は
こ

う
変
わ
っ
た
」と
題
し
て
報
告
し「
先

輩
経
営
者
に
言
わ
れ
た
〝
ち
ょ
っ
と

変
わ
る
の
に
三
年
、
大
き
く
変
わ
る

に
は
十
年
か
か
る
〟の
真
意
を
痛
感
。

つ
く
る
会（
チ
ャ
ン
ス
）、参
加（
チ
ャ

レ
ン
ジ
）、
経
営
革
新
（
チ
ェ
ン
ジ
）

の
気
持
ち
を
胸
に
、
今
期
も
皆
さ
ん

と
一
緒
に
頑
張
り
た
い
」
と
語
り
ま

し
た
。

　

そ
の
後
の
グ
ル
ー
プ
討
論
で
は
、

講
義
・
報
告
に
込
め
ら
れ
た
熱
き

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受
け
、
自
社
の
経
営

課
題
と
参
加
目
的
を
改
め
て
明
確
に

す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
経
営
指
針

作
成
へ
の
想
い
を
深
め
合
い
ま
し

た
。

　

一
日
目
の
後
半
か
ら
二
日
目
は
、

今
年
度
が
初
参
加
に
な
る
メ
ン
バ
ー

を
中
心
に
経
営
理
念
を
検
討
す
る
Ａ

コ
ー
ス
と
、
昨
年
か
ら
連
続
参
加
に

な
る
メ
ン
バ
ー
を
中
心
に
財
務
分
析

を
行
う
Ｂ
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
進

行
。
Ａ
コ
ー
ス
は
「
経
営
理
念
検
討

シ
ー
ト
」
の
記
入
と
グ
ル
ー
プ
討
論

を
交
互
に
行
い
、
メ
ン
バ
ー
か
ら
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
、
創
業

者
の
想
い
や
自
社
の
使
命
を
経
営
理

念
に
重
ね
て
い
き
ま
し
た
。
一
方
、

Ｂ
コ
ー
ス
は
「
企
業
変
革
支
援
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
に
基
づ
い
て
経
営
課
題
を

抽
出
し
た
後
、
同
業
者
比
較
な
ど
に

よ
り
財
務
の
面
か
ら
課
題
整
理
を
し

て
い
き
ま
し
た
。

　

次
回
、
第
二
講
は
「
経
営
理
念
の

ま
と
め
と
自
社
分
析
」
を
テ
ー
マ
に

行
わ
れ
ま
す
。
半
年
後
に
は
参
加
者

の
想
い
が
詰
ま
っ
た
経
営
指
針
が
完

成
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
！

　

第
一
講
は
七
月

二
十
七
日
（
金
）
〜

二
十
八
日
（
土
）
の

二
日
間
、
ニ
ュ
ー
サ

ン
ピ
ア
を
会
場
に

「
経
営
理
念
の
作
成

と
深
堀
り
」
を
テ
ー

マ
に
開
催
。
企
業
の

根
幹
を
な
す
経
営
理

念
の
成
文
化
や
練
り

直
し
を
中
心
に
、
講

義
や
実
習
を
行
い
ま

し
た
。

　

戸
塚
部
会
長
の
開

会
挨
拶
・
趣
旨
説
明

か
ら
始
ま
っ
た
一
日

目
は
、
経
営
指
針
作

成
の
基
礎
と
し
て
、

第
23
期  

経
営
指
針
を
つ
く
る
会
・
第
１
講

「
継
続
は
力
！

「
継
続
は
力
！

「
継
続
は
力
！

参
加
す
る
た
び
に
会
社
が
強
く
な
る
」

加
す
る
た
び
に
会
社
が
強
く
な
る
」

参
加
参
加
す
る
た
び
に
会
社
が
強
く
な
る
」

「
継
続
は
力
！

　

参
加
す
る
た
び
に
会
社
が
強
く
な
る
」
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七
月
十
八
日
（
水
）
に
行
わ
れ
た

沼
田
支
部
例
会
は
、長
ネ
ギ
の
生
産
・

出
荷
を
行
う
㈱
貫
光
農
園
は
る
な

山
、代
表
取
締
役
・
吉
田
典
明
氏
（
同

支
部
所
属
）
が
「
異
業
種
か
ら
農
業

経
営
者
に
〜
経
営
指
針
は
暗
闇
に
差

す
光
と
な
る
か
〜
」
と
題
し
て
、
経

営
体
験
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

も
と
も
と
土
木
採
石
業
と
し
て
父

が
設
立
し
た
同
社
が
、
時
代
の
波
に

飲
ま
れ
、
本
業
の
土
木
事
業
が
衰
退

し
て
い
く
中
、
社
員
の
雇
用
維
持
と

中
山
間
地
の
休
耕

地
対
策
と
し
て
農

業
に
参
入
し
て
い

く
変
革
の
歴
史
。

父
の
病
を
知
り
、

後
継
者
と
し
て
入

社
し
た
わ
ず
か
半

年
後
に
父
が
他
界

し
、
引
き
継
ぎ
も

な
く
社
長
と
な
っ

た
事
業
継
承
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
順
に

紹
介
し
た
吉
田

氏
。

　

同
友
会
入
会
に

つ
い
て
は
「
手
っ

取
り
早
く
農
業
経

営
者
の
話
が
直
接

聞
き
た
か
っ
た
」

と
の
本
音
を
語

り
、
さ
ら
に
経
営

指
針
を
つ
く
る
会
に
参
加
し
た
か
っ

た
事
も
入
会
の
理
由
だ
っ
た
と
振
り

返
り
ま
し
た
。

　
「
創
業
社
長
独
特
の
直
感
的
な
判

断
は
出
来
な
い
。
デ
ー
タ
を
分
析
し

根
拠
の
あ
る
決
断
が
素
早
く
で
き
る

よ
う
、
日
々
意
識
し
て
訓
練
し
て
い

る
」
と
自
身
の
経
営
ス
タ
イ
ル
を
紹

介
し
た
後
、
そ
れ
ま
で
の
全
量
市
場

出
荷
だ
っ
た
売
り
先
を
自
ら
開
拓

し
、
契
約
出
荷
に
切
り
替
え
て
き
た

こ
と
や
、
生
産
地
を
分
散
さ
せ
年
間

を
通
し
た
安
定
供
給
を
実
現
さ
せ
た

こ
と
な
ど
、
取
り
組
み
の
一
つ
ひ
と

つ
を
丁
寧
に
紹
介
し
ま
し
た
。

　

県
内
ト
ッ
プ
の
生
産
量
を
誇
る
同

社
の
売
上
げ
を
支
え
る
の
は
、
二
代

目
だ
か
ら
こ
そ
の
緻
密
な
デ
ー
タ
分

析
と
行
動
力
だ
と
い
う
こ
と
が
報
告

か
ら
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
吉
田
氏
は

最
後
に
「
先
代
の
思
い
を
引
き
継
ぎ

な
が
ら
、
地
域
の
生
活
水
準
を
上
回

る
待
遇
で
働
け
る
環
境
を
整
え
、
農

業
が
仕
事
の
選
択
肢
の
一
つ
と
な
る

経
営
内
容
を
目
指
す
」
と
、
今
後
の

活
躍
を
期
待
さ
せ
る
言
葉
を
残
し
、

ま
と
め
と
し
ま
し
た
。

　

前
橋
支
部
で
は
七
月
二
十
五
日

（
水
）、
前
橋
市
中
央
公
民
館
を
会
場

に
、
新
聞
販
売
店
向
け
省
力
機
器
販

売
・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
行
う
川
上
機

工
㈱
、代
表
取
締
役
・
吉
池
睦
氏
（
高

崎
支
部
所
属
）
が
「
な
ぜ
退
職
者
を

７
割
も
減
ら
す
こ
と
が
で
き
た
の

か
？
〜
定
着
率
を
上
げ
る
た
め
の
取

り
組
み
〜
」
と
題
し
て
、
同
社
の
採

用
、
教
育
を
中
心
と
し
た
人
の
問
題

　

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
良
い

結
果
は
、
緻
密
な
計
算
や
デ
ー
タ
、

裏
付
け
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
。
今
後

の
動
向
も
気
に
な
る
」「
経
営
指
針

で
学
び
、
立
て
た
計
画
を
実
行
し
て

い
く
大
切
さ
を
改
め
て
感
じ
た
」
と

い
っ
た
感
想
が
記
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

に
焦
点
を
絞
り
報
告
し
ま
し
た
。

　

会
社
紹
介
に
続
き
、
最
近
の
採
用

状
況
と
過
去
十
六
年
の
退
職
者
状
況

を
説
明
し
た
吉
池
氏
。
社
歴
が
浅
い

社
員
の
退
職
が
圧
倒
的
に
多
い
こ
と

か
ら
採
用
プ
ロ
セ
ス
を
見
直
し
、
入

社
後
の
研
修
制
度
も
拡
充
さ
せ
、
ミ

ス
マ
ッ
チ
の
低
下
と
意
識
向
上
を
狙

う
取
り
組
み
を
紹
介
。
ま
た
、
社
員

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い

て
は
「
社
員
が
自
ら
変
化
し
よ
う

と
思
う
よ
う
な
情
報
を
提
供
す
る
」

「〝
今
伝
え
る
べ
き
！
〟
と
思
っ
た
ら

躊
躇
せ
ず
伝
え
る
」
と
い
う
自
身
の

接
し
方
も
紹
介
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
め
ん
ど
く
さ

が
ら
ず
、躊
躇
せ
ず
、正
面
か
ら
」「
社

員
の
声
を
聞
き
、
期
待
の
声
を
掛
け

る
。
離
職
率
低
下
も
納
得
」
と
い
っ

た
感
想
が
綴
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

異
業
種
か
ら
農
業
経
営
者
に

異
業
種
か
ら
農
業
経
営
者
に

沼
田
支
部
７
月
例
会

な
ぜ
退
職
者
を
７
割
も
減
ら
す
こ
と
が
で
き
た
の
か
？

な
ぜ
退
職
者
を
７
割
も
減
ら
す
こ
と
が
で
き
た
の
か
？

前
橋
支
部
７
月
例
会
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七
月
十
九
日
（
木
）、
高
崎
支
部

七
月
例
会
を
「
復
活
！
ウ
ェ
ル
カ
ム

例
会
」と
し
て
開
催
。同
支
部
の
ウ
ェ

ル
カ
ム
（
会
社
見
学
）
例
会
は
約
十

年
振
り
の
開
催
で
あ
り
、
記
念
す
べ

き
復
活
の
初
回
を
飾
っ
た
の
は
、
㈱

山
岸
製
作
所
（
社
長
・
山
岸
良
一
氏

／
群
馬
同
友
会
代
表
理
事
）
の
八
幡

工
場
。
平
成
二
十
六
年
四
月
よ
り
稼

働
す
る
同
工
場
は
、
本
格
的
に
航
空

宇
宙
分
野
へ
進
出
す
る
同
社
に
と
っ

　

七
月
十
七
日
（
火
）、
プ
ラ
ザ
・

ア
リ
ア
を
会
場
に
「
伊
勢
崎
支
部
七

月
例
会
」
を
開
催
。
税
理
士
業
務
・

経
営
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
業
務
を

手
掛
け
る
小
林
潤
税
理
士
事
務
所
、

所
長
・
小
林
潤
氏
（
伊
勢
崎
支
部
）

が
「
新
・
事
業
承
継
税
制
〜
大
幅
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
内
容
を
詳
し
く
解

説
！
〜
」
を
テ
ー
マ
に
報
告
し
ま
し

た
。
前
月
に
続
き
、
社
会
問
題
化
し

て
い
る
事
業
承
継
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ

見
学
。
高
井
部
長
と

小
島
係
長
に
よ
る
説

明
を
頼
り
に
、
参
加

者
は
各
々
の
設
備
や

製
品
、
掲
示
物
に
真

剣
な
眼
差
し
を
送
っ

て
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
ア
ン
ケ
ー

ト
に
は
「
報
告
を
聴

き
、
実
際
に
工
場
内

を
見
せ
て
も
ら
う

と
説
得
力
が
あ
る
」

「
久
し
ぶ
り
の
見
学

例
会
。
今
後
も
定
期

開
催
を
お
願
い
し
た

い
」
な
ど
の
感
想
が

綴
ら
れ
て
い
ま
し

た
。

の
見
解
を
示
し
ま
し

た
。

　

参
加
者
ア
ン
ケ
ー

ト
に
は
「
顧
問
税
理

士
と
よ
く
相
談
し
て

活
用
を
検
討
す
る
」

「
以
前
は
ハ
ー
ド
ル

が
高
く
て
大
変
だ
っ

た
。
も
う
少
し
改
正

が
早
け
れ
ば
…
」「
企

業
が
永
続
す
る
限
り

事
業
承
継
は
避
け
て

通
れ
な
い
課
題
。
先

月
今
月
を
通
し
て
多

く
の
こ
と
を
学
べ

た
」
な
ど
の
感
想
が

綴
ら
れ
て
い
ま
し

た
。

て
、
最
先
端
の
事
業
領
域
に
取
り
組

む
生
産
拠
点
で
す
。

　

水
野
支
部
長
の
開
会
挨
拶
に
続

き
、
山
岸
氏
が
「
経
営
指
針
と
社
員

共
育
に
よ
る
企
業
づ
く
り
」
を
テ
ー

マ
に
し
た
経
営
体
験
を
報
告
。
同
社

の
今
日
ま
で
の
歩
み
や
各
種
取
り
組

み
の
ほ
か
、
次
の
十
年
を
見
据
え
る

若
い
世
代
を
中
心
と
し
た
経
営
戦
略

づ
く
り
な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。
そ

の
後
、
二
班
に
分
か
れ
て
工
場
内
を

て
た
例
会
の
第
二
弾
。

　

平
成
三
十
年
度
の
改
正
に
よ
り
、

適
用
し
や
す
く
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ

た
事
業
承
継
税
制
。
小
林
氏
は
、
入

口
要
件
の
緩
和
、
適
用
後
の
リ
ス
ク

軽
減
に
つ
い
て
、
改
正
前
と
改
正

後
を
比
較
し
な
が
ら
丁
寧
に
説
明

し
「
事
例
が
少
な
く
未
知
数
な
部
分

も
あ
る
が
、
デ
メ
リ
ッ
ト
は
見
当
た

ら
な
い
の
で
、
必
要
な
企
業
は
積
極

的
な
活
用
を
オ
ス
ス
メ
し
た
い
」
と

復
活
！ 

ウ
ェ
ル
カ
ム
例
会
in
山
岸
製
作
所

復
活
！ 

ウ
ェ
ル
カ
ム
例
会
in
山
岸
製
作
所

高
崎
支
部
７
月
例
会

新
・
事
業
承
継
税
制
を
解
説

新
・
事
業
承
継
税
制
を
解
説

伊
勢
崎
支
部
７
月
例
会

〒375-0056　群馬県藤岡市三ツ木336-6
TEL：0274-24-3228　　FAX：0274-24-4841
URL：http://www.alumite.jp/　E-mail：joumou@vesta.ocn.ne.jp
関連会社（表面処理）ヘイワテクノ株式会社　株式会社高橋塗装工業所

アルマイト・メッキ（亜鉛、ニッケルetc）・真空蒸着
含浸処理・塗装（UV、粉体、溶剤、カチオン）

ISO9001：2015認証取得　エコ・アクション21認証取得

上毛電化 株式会社

アルミ精密部品の切削加工メーカー

株式会社 エーピーエム
充実した設備と長年培った確かな技術力で
お客様のご要望にお応えします！

〒373-0847 群馬県太田市西新町103-2
TEL0276-30-4058　FAX0276-30-4059

URL：http://www.apm-f.com　E-mail：fuse@apm-f.com



同 友 ぐ ん ま 2018年 9月号（4）第439号

　

七
月
二
十
五
日
（
水
）、
桐
生
市

職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
「
桐

生
支
部
七
月
例
会
」
を
開
催
。
編
み

レ
ー
ス
生
地
・
イ
ン
テ
リ
ア
製
品
の

製
造
・
販
売
を
手
掛
け
る
加
栄
レ
ー

ス
㈱
、
代
表
取
締
役
・
佐
藤
真
人
氏

（
桐
生
支
部
）が
報
告
者
を
務
め
、「
計

画
な
き
と
こ
ろ
に
実
行
な
し
〜
よ
う

や
く
気
づ
い
た
経
営
者
が
や
る
べ
き

本
当
の
仕
事
〜
」
を
テ
ー
マ
に
、
自

身
の
経
営
体
験
を
語
り
ま
し
た
。

　

佐
藤
氏
は
、
自
己
紹
介
と
会
社
概

要
の
紹
介
に
続
き
、
自
社
で
取
り
扱

う
カ
ー
テ
ン
・
テ
ー
ブ
ル
ク
ロ
ス
・

ア
パ
レ
ル
生
地
な
ど
の
各
種
商
品
・

製
品
に
つ
い
て
も
、
そ
の
特
長
と
合

わ
せ
て
詳
し
く
紹
介
。

特
に
大
口
取
引
先
へ
の

採
用
が
決
ま
っ
た
ば
か

り
の
丸
編
み
イ
ン
ソ
ー

ル
に
関
し
て
は
、
喜
び

を
抑
え
き
れ
な
い
様
子

で
饒
舌
に
語
り
、
参
加

者
も
思
わ
ず
笑
顔
に

な
っ
て
し
ま
う
一
幕
が

あ
り
ま
し
た
。

　

事
業
承
継
に
つ
い
て

は
、
先
代
の
娘
と
の
結

婚
か
ら
同
社
へ
入
社

し
、
約
六
年
前
に
代
表

に
就
任
し
た
前
後
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
。
旧

態
依
然
と
し
た
企
業
体

質
の
改
革
に
向
け
て

「
会
社
に
と
っ
て
プ
ラ

ス
か
マ
イ
ナ
ス
か
が
唯
一
の
判
断
基

準
」
と
の
強
い
意
志
に
基
づ
く
様
々

な
取
り
組
み
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

ま
た
「
先
代
の
奥
様
と
自
分
の
妻
が

味
方
に
な
っ
て
く
れ
た
か
ら
こ
そ
、

何
と
か
事
業
承
継
が
進
め
ら
れ
た
と

思
う
」
と
語
り
、
周
囲
の
協
力
が
必

要
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
ま

し
た
。

　

前
年
参
加
の
〝
経
営
指
針
を
つ
く

る
会
〟
に
て
実
施
し
た
社
員
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、
社
員
か
ら
の
辛
辣
な

意
見
の
数
々
に
「
読
ん
だ
瞬
間
に

酒
が
覚
め
た
」
と
振
り
返
り
ま
す

が
、
そ
の
内
容
を
真
摯
に
受
け
止
め

て
「
す
ぐ
に
改
善
可
能
な
課
題
は
す

ぐ
に
、
時
間
が
掛
か
る
課
題
は
中
長

期
的
な
計
画
で
改
善
し
よ
う
と
決
意

し
た
」
と
語
り
、
現
在
は
人
事
考
課

の
整
備
に
注
力
し
て
い
る
こ
と
を
紹

介
し
ま
し
た
。
ま
た
、〝
つ
く
る
会
〟

へ
の
参
加
を
通
し
て
「
実
行
課
題
は

経
営
指
針
に
落
と
し
込
む
、
数
字
に

落
と
し
込
む
重
要
性
を
痛
感
し
た
」

と
、
経
営
指
針
作
成
の
意
義
に
つ
い

て
も
語
り
ま
し
た
。

　

報
告
終
了
後
は
「
事
業
承
継
」「
経

　

七
月
二
十
日
（
金
）
の
富
岡
支
部

例
会
は
、
㈱
ビ
ッ
ト
の
柳
沢
社
長
が

報
告
し
ま
し
た
。

　
「
き
れ
も
の
づ
く
り
で
公
器
と
な

る
〜
社
員
と
と
も
に
ワ
ク
ワ
ク
感
・

幸
福
感
を
高
め
て
い
く
高
付
加
価
値

経
営
の
実
践
」と
題
し
て
柳
沢
氏
は
、

こ
れ
ま
で
の
会
社
の
変
遷
を
率
直
に

語
り
ま
し
た
。

　
「
と
に
か
く
、
ち
ゃ
ん
と
し
た
会

社
に
し
た
い
」
と
い
う
信
念
で
、
組

織
づ
く
り
、
資
金
調
達
、
採
用
方

法
、
経
営
会
議
、
５
Ｓ
活
動
、
家
族

営
者
の
仕
事
」「
経
営
課
題
の
解
決
」

な
ど
を
テ
ー
マ
に
グ
ル
ー
プ
討
論
を

実
施
。
各
テ
ー
ブ
ル
で
活
発
な
意
見

が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
例
会

に
は
佐
藤
社
長
の
奥
様
も
参
加
し
て

お
り
、
苦
楽
を
共
に
し
て
き
た
夫
婦

の
絆
を
強
く
感
じ
ら
れ
る
例
会
に
な

り
ま
し
た
。

会
等
々
、
一
つ
ひ
と
つ
を
着
実
に
改

善
・
実
行
し
て
き
た
率
直
な
体
験
談

は
、
参
加
者
の
心
に
深
く
響
き
ま
し

た
。

　

当
初
用
意
し
た
一
五
〇
枚
に
お
よ

ぶ
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
資
料
を
三
分

の
一
に
短
縮
し
て
当
日
を
迎
え
た
も

の
の
、
熱
い
思
い
は
短
縮
で
き
ず
、

語
り
尽
く
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
一
つ
ひ
と
つ
の

積
み
重
ね
が
今
に
繋
が
っ
て
い
る
と

実
感
。
ぜ
ひ
見
習
い
た
い
」「
情
熱

と
行
動
力
に
感
銘
を
受
け
た
。
し
か

も
緻
密
で
あ
る
」「
同
社
は
ま
す
ま

す
成
長
し
て
い
く
と
確
信
し
た
」
な

ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
何
よ
り
多
か
っ
た
の
が

「
語
り
き
れ
な
か
っ
た
報
告
の
続
き

が
聞
き
た
い
」
と
の
声
。
第
二
弾
の

報
告
が
期
待
さ
れ
る
例
会
と
な
り
ま

し
た
。

経
営
者
が
や
る
べ
き
本
当
の
仕
事

経
営
者
が
や
る
べ
き
本
当
の
仕
事

桐
生
支
部
７
月
例
会

高
付
加
価
値
経
営
の
実
践
へ

高
付
加
価
値
経
営
の
実
践
へ

富
岡
支
部
７
月
例
会
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の
業
務
内
容
や
自
身
の
経
験
を
率
直

に
語
り
、
太
田
支
部
に
新
し
い
風
を

吹
き
込
み
ま
し
た
。

　

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
異
業

種
の
方
が
増
え
て
こ
れ
か
ら
の
支
部

活
動
に
期
待
が
持
て
る
」
な
ど
の
感

想
が
綴
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
「
聞
い
て
く
だ
さ
い
！
私
の
悩
み
」

と
題
し
た
今
回
の
例
会
は
、
今
年
の

支
部
方
針
で
も
あ
る
「
経
営
課
題
を

解
決
し
よ
う
！
」に
沿
っ
て
の
設
営
。

後
継
者
と
し
て
覚
悟
を
決
め
た
小
菅

専
務
の
悩
み
を
聞
き
、
解
決
の
ヒ
ン

ト
に
な
れ
ば
と
、
み
ん
な
で
意
見
を

出
し
合
い
ま
し
た
。

　

小
菅
氏
は
、
幼
少
期
か
ら
の
病
を

克
服
し
た
体
験
や
、
一
度
は
同
社
を

飛
び
出
し
、
覚
悟
を
も
っ
て
戻
っ
た

経
緯
、
社
長
や
社
員
と
の
関
係
づ
く

　

七
月
十
九
日
（
木
）
に
開
催
さ
れ

た
太
田
支
部
例
会
は
、
昨
年
度
か
ら

当
日
ま
で
の
入
会
者
を
対
象
に
し
た

「
新
会
員
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
」

を
開
催
。
対
象
者
六
名
が
自
己
紹
介

と
会
社
紹
介
を
行
い
ま
し
た
。

　

発
表
を
行
っ
た
の
は
、電
機
機
器
・

計
測
機
器
の
実
装
及
び
組
立
配
線
を

行
う
㈱
プ
ロ
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
飯
塚
氏
。

二
輪
・
四
輪
用
ブ
レ
ー
キ
・
ク
ラ
ッ

チ
の
摩
擦
材
開
発
・
製
造
・
販
売
を

行
う
㈱
セ
ラ
メ
タ
・
伏
木
氏
。
通
所

介
護
施
設
・
デ
イ
ザ
ー
ビ
ス
を
運
営

す
る
㈱
ｃ
ｈ
ａ
ｎ
ｇ
ｅ
ｓ
・
関
口

氏
。
和
風
ア
ク
セ
サ
リ
ー
、
小
物
の

企
画
・
製
造
・
販
売
を
行
う
ｋ
ｏ
ｍ

ａ
ｍ
ｏ
ｎ
ｏ
ｙ
ａ
は
ん
な
り
。・
鈴

木
氏
。
住
宅
・
オ
フ
ィ
ス
・
店
舗
な

ど
の
新
築
、
リ
フ
ォ
ー
ム
の
企
画
や

設
計
、
管
理
業
務
を
行
う
ス
タ
ジ
オ

ソ
イ
一
級
建
築
士
事
務
所
・
槻
岡
氏
。

電
線
、ケ
ー
ブ
ル
な
ど
の
端
末
加
工
、

ハ
ー
ネ
ス
組
立
を
行
う
マ
ツ
ム
ラ
技

工
㈲
・
松
村
氏
。
そ
れ
ぞ
れ
が
自
社

り
な
ど
、
様
々
な
悩
み
を
赤
裸
々
に

告
白
。
そ
の
気
持
ち
に
応
え
よ
う
と

参
加
者
も
真
剣
に
議
論
す
る
と
い
う

同
友
会
な
ら
で
は
の
例
会
と
な
り
ま

し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
同
じ
よ
う
な
経

験
を
乗
り
越
え
て
き
た
人
が
こ
こ
に

も
た
く
さ
ん
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
ど

ん
ど
ん
相
談
し
て
ほ
し
い
」「
等
身

大
の
話
で
、
複
雑
な
気
持
ち
が
伝
わ

り
、
感
激
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の

小
菅
さ
ん
を
応
援
し
ま
す
」「
す
ご

く
い
い
例
会
で
し
た
。
こ
ん
な
話
が

出
来
る
同
友
会
は
本
当
に
素
晴
ら
し

い
！
」
な
ど
、
心
温
ま
る
発
言
が
相

次
ぎ
ま
し
た
。

聞
い
て
く
だ
さ
い
！ 

私
の
悩
み

聞
い
て
く
だ
さ
い
！ 

私
の
悩
み

渋
川
吾
妻
支
部
７
月
例
会

新
会
員
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

新
会
員
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

太
田
支
部
７
月
例
会

「水なし印刷」をお薦めします
「水なし印刷」は、有害な廃液を含む湿し水を一切使用せず

現像工程の現像液使用量・廃液量も大幅減、またCO2排出量も削減します。
環境への負荷が格段に少ない印刷システムです。

私たちは、これからも環境に、お客様にやさしい企業を目指します。

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
。

そ
れ
は

未
来
の
地
球
の
た
め
に
、

そ
し
て
お
客
様
に
も
、

や
さ
し
い
企
業
で
あ
る
こ
と
。

これからもお客様の信頼を糧に

　

七
月
二
十
四
日
（
火
）
の
渋
川
吾

妻
支
部
例
会
は
、
㈲
正
栄
技
研
の
小

菅
知
美
専
務
が
報
告
し
ま
し
た
。
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代表取締役  根岸 辰博 氏（高崎支部所属）

塗って安心の自然素材！
　　 機能性抜群の漆喰塗料
塗って安心の自然素材！
　　 機能性抜群の漆喰塗料
塗って安心の自然素材！
　　 機能性抜群の漆喰塗料

▼
会
社
概
要
＆
自
己
紹
介

　

当
社
は
塗
装
工
事
業
を
営
ん
で
お

り
、
道
路
橋
や
歩
道
橋
、
Ｊ
Ｒ
東
日

本
の
鉄
橋
や
ダ
ム
の
ゲ
ー
ト
な
ど
、

鋼
橋
塗
装
を
事
業
の
柱
に
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
建
物
の
内
装
・
外
壁
・

屋
根
な
ど
の
一
般
的
な
塗
装
は
も
ち

ろ
ん
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
ち
放
し
の

塗
装
工
事
も
手
掛
け
て
い
ま
す
。

　

平
成
十
八
年
に
個
人
事
業
と
し
て

創
業
、
平
成
二
十
八
年
に
同
社
を
設

立
し
ま
し
た
。
社
名
の
ス
テ
ー
ジ

ア
ッ
プ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
「
向
上

心
を
持
っ
て
成
長
し
て
い
く
！
」
と

の
決
意
を
込
め
て
い
ま
す
。

　

社
会
人
に
な
っ
て
最
初
に
入
っ

た
会
社
を
半
年
で
退
職
し
て
し
ま

い
、
知
人
に
塗
装
職
人
を
紹
介
し
て

Q 

&

      

A

　

当
社
で
は
「
消
臭
体
験
キ
ッ
ト
」

を
無
料
配
付
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

そ
の
効
果
を
体
感
し
た
い
方
、
ご
興

味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
お
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
課
題
＆
展
望

　

機
能
性
の
高
い
塗
料
は
、
こ
の
他

に
も
数
多
く
あ
り
ま
す
。
塗
装
工
事

に
よ
っ
て
た
く
さ
ん
の
付
加
価
値
が

提
供
で
き
る
こ
と
を
、
広
く
皆
さ
ん

に
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　

ま
た
、
建
設
業
界
の
人
材
不
足
は

深
刻
な
課
題
で
あ
り
、
技
術
者
の
育

成
が
急
務
に
な
っ
て
い
ま
す
。
当
社

は
塗
装
の
職
人
集
団
で
あ
る
た
め
、

人
の
成
長
が
企
業
の
成
長
に
直
結
し

ま
す
。現
在
、塗
装
工
事
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
作
成
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
将

来
的
に
は
「
塗
装
の
学
校
」
の
設
立

も
ら
っ
た
の
が
、
こ
の
業

界
に
入
っ
た
キ
ッ
カ
ケ
で

す
。
そ
れ
か
ら
約
十
七
年

間
、
塗
装
工
事
一
筋
で
歩

ん
で
き
ま
し
た
。

▼
イ
チ
オ
シ

　

当
社
の
強
み
で
あ
る
鋼

も
視
野
に
入
れ
て
い
ま

す
。

　

私
は
社
員
や
お
客
様
を

は
じ
め
、
関
わ
る
全
て
の

人
々
に
幸
せ
を
感
じ
て
も

ら
え
る
会
社
づ
く
り
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
そ
の
実

現
に
向
け
て
は
、
社
員
の

仕
事
に
対
す
る
満
足
度
の

向
上
を
最
優
先
事
項
と
し

て
考
え
て
い
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

み
の
方
に
も
オ
ス
ス
メ
で
す
。

▼
効
果
を
体
感

　

自
社
の
ト
イ
レ
に
漆
喰
塗
料
を

塗
っ
た
と
こ
ろ
、
ト
イ
レ
特
有
の
臭

い
が
な
く
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
自

然
素
材
独
特
の
柔
ら
か
い
質
感
が
と

て
も
気
に
入
っ
て
い
ま
す
。
漆
喰
塗

料
の
素
晴
ら
し
さ
を
自
分
自
身
が
体

感
し
た
こ
と
で
「
ぜ
ひ
多
く
の
方
に

使
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
思
い
ま
し

た
。

　

早
速
、
臭
い
の
問
題
で
お
困
り

だ
っ
た
動
物
病
院
に
て
提
案
・
施
工

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
そ
の

消
臭
効
果
の
高
さ
に
よ
り
大
変
ご
好

評
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

経
営
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
事
務
所

の
ト
イ
レ
や
玄
関
、
食
堂
な
ど
に
漆

喰
塗
料
を
ぜ
ひ
ご
活
用
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。
社
員
の
働
き
や
す

い
環
境
づ
く
り
、
健
康
づ
く
り
に
資

す
る
こ
と
で
、
人
材
の
確
保
や
定
着

率
の
向
上
に
も
つ
な
が
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

所在地／高 崎 市 中 尾 町 ８ ７ ０ − １
連絡先／TEL０２７−３２９−６３７１
U R L ／ h t t p : / / p a i n t i a . b i z /

橋
塗
装
の
技
術
を
紹
介
し
た
い
と
こ

ろ
で
す
が
、
今
回
は
多
く
の
皆
さ
ん

の
お
役
に
立
つ
塗
料
を
紹
介
し
ま

す
。
そ
れ
は
関
西
ペ
イ
ン
ト
の
漆
喰

塗
料
「
ア
レ
ス
シ
ッ
ク
イ
」
で
す
。

　

漆
喰
は
日
本
の
伝
統
素
材
と
し
て

古
く
か
ら
用
い
ら
れ
て
き
ま
し
た

が
、
機
能
性
は
抜
群
な
の
に
対
し
て

施
工
性
が
悪
い
た
め
、
現
在
の
建
築

物
か
ら
は
ほ
と
ん
ど
姿
を
消
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。し
か
し
、ア
レ
ス
シ
ッ

ク
イ
は
ロ
ー
ラ
ー
や
刷
毛
（
は
け
）

を
使
っ
て
ク
ロ
ス
の
上
か
ら
塗
装
が

可
能
で
、
漆
喰
の
機
能
性
を
フ
ル
に

活
か
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

特
に
優
れ
て
い
る
の
は
、
抗
菌
・

抗
ウ
イ
ル
ス
機
能
、
消
臭
機
能
、
揮

発
性
有
機
化
合
物
（
Ｖ
Ｏ
Ｃ
）
吸
着

除
去
機
能
で
す
。
細
菌
・
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
の
増
殖
や
カ
ビ
発

生
の
抑
制
、
ペ
ッ
ト
臭
・
た
ば
こ
臭
・

ト
イ
レ
臭
・
生
ご
み
臭
な
ど
の
吸
着

浄
化
、
さ
ら
に
ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド

に
代
表
さ
れ
る
化
学
物
質
も
吸
着
す

る
の
で
、
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
に
お
悩
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同友会のホームページで
会員検索できます。 イベントは今回で13回目。熊本地震・東日本大震災のほ

か、今年７月の西日本豪雨の復興支援チャリティーを兼
ねて実施した。あいさつに続き、読経、焼香が行われ、
先祖供養や家族の健康などを祈るメッセージが書かれた
灯ろうが川に放たれた。参加者は夜の水面に灯ろうが
浮かぶ幻想的な光景に見入っていた。灯ろう代金は１基
500円だが、昨年に続き全額を被災地支援のため公的機
関を通して寄付する予定。　　　　　［８／23付ぐん経］

【空調解体し再利用】　　　　　　　　　　  ㈱ナカダイ
　前橋、太田両市に拠点を持つ空調システムの東京冷機
工業（東京都）は、取引先の機器更新に伴い年４千台
以上出る古い空調設備の有効活用に乗り出した。従来は
産業廃棄物として処分していた。前橋市に支店がある産
業廃棄物中間処理業の㈱ナカダイ（取締役常務・中台啓
一氏／高崎支部所属、管理部長・越知靖政氏／前橋支部
所属）の技術を通じ、９割以上をリサイクルする。ナカ
ダイによると、東京冷機の営業所や工事現場から出た機
器をナカダイと各地の協力業者が連携して回収し、解体
して金属などを取り出して再利用する。再利用が難しい
プラスチック部分もボイラー燃料などに活用できるとい
う。
　ナカダイコンサルティング事業部の三上部長は「会社
全体の廃棄物リサイクル状況を一括してデータ管理する
ので、企業の社会的責任（CSR）の現状を目に見える形
で示せる」としている。　　　　　　　［８／23付上毛］

【会員登録変更】
　日本ハイコム㈱（前橋支部所属）では、この度、「取
締役部長・高橋進也氏」に会員登録を変更しました。

【事務所移転】
　㈱群馬プロバスケットボールコミッション、取締役・
上田秀幸氏（前橋支部所属）では、この度、下記のとお
り事務所を移転し、合わせて電話番号＆FAX番号を変更
しました。
〒371-0841　前橋市石倉町12-4
TEL：027-289-9562
FAX：027-289-9563

【事務所移転】
　㈱クリンシア、専務取締役・石原将裕氏（高崎支部所
属）では、この度、下記のとおり事務所を移転しました。
〒370-1207　高崎市綿貫町858-3

【リサイクルショップの展開スタート】　　　　  ㈱丸越
　廃棄物収集運搬などを手掛ける㈱丸越（代表取締役・
堀越正和氏／渋川吾妻支部所属）は、新規事業として、
リサイクルショップの展開に乗り出す。９月下旬をめど
に、前橋市三俣町の東部バイパス沿いに１号店をオープ
ン。買い取りと処分のワンストップサービスとして運営
していくという。将来的には県内で直営３店舗態勢を目
指していくほか、フランチャイズチェーン（FC）化を
図り、同業者などに加盟を提案していく。
　店舗名は「エコモンスター」。売り場面積は約616平
方メートル。営業時間は午前10時から午後７時まで。ス
タッフ数は５人。駐車スペースは約30台分を用意する。
　堀越社長は「使えるものは使ってごみの減量化を進め
たい。群馬は全国的にもごみの量が多い方なので、リサ
イクルショップで貢献できれば。より一層の強化を図
り、お客様に感謝してもらえる会社にしたい」と話して
いる。　　　　　　　　　　　　　　［７／26付ぐん経］

【新社屋竣工内覧会実施】　　　　　　　　  兼希工業㈱
　木造住宅用省力化パネル製造や金属加工などを手掛け
る兼希工業㈱（専務取締役・細渕敦氏／伊勢崎支部所
属）は18日、同社で、新本社・本社工場竣工内覧会を開
き、関係企業などから約200人が出席した。冒頭あいさ
つで細渕社長は「内覧会に参加していただき感謝してい
る。来年は、創業から70年を迎える。現在はアルミダイ
カスト加工と住宅パネル事業を手掛けている。“難題実
行迅速丁寧”を社訓に掲げ、お客様のニーズに応え、信
頼ある企業を目指していく」と話した。この後、細渕敦
専務による事業紹介、工場紹介が行われ、参加者らは本
社、工場内を見学した。　　　　　　［７／26付ぐん経］

【太陽熱の集熱量向上めざす】　　　  エアムーブ住宅㈱
　新築住宅の建築、リフォーム事業を手掛けるエアムー
ブ住宅㈱（代表取締役・深川修氏／前橋支部所属）の、
「太陽熱利用工法における集熱量の向上と利用方法」の
研究開発がこのほど、ぐんま新技術・新製品開発推進補
助金の次世代産業推進型で採択され、現在開発を進め
ている。20年に改正省エネ基準が義務化されることや、
すべての住宅でゼロエネルギー化を目指す国の方針を受
け、太陽光の集熱効果をより有効的に利用するための研
究開発を行い、エネルギー消費量のさらなる低減を図る
ことが目的。今後、空気循環システムの設計などを行
い、沼田市白沢町の実験棟に設置し実際の集熱量を計測
していく。計測は冬場３カ月間で行い一旦終了し、
来年夏場の検証後の販売を目標としている。
　遠藤専務は「建設関係は二酸化炭素を出す元凶で
あり、削減は考えていかなければならない。形だけ
ではなく本当の省エネを実現していければ」と話し
ている。　　　　　　　　　　  ［８／16付ぐん経］

【13回目の灯ろう流し】　　　　　　 ㈱メモリード
　冠婚葬祭互助会大手の㈱メモリード（取締役・
渡辺秀信氏／前橋支部所属）と上泉町自治会は18
日、前橋市上泉町の桃ノ木川ほとりで「前橋灯ろう
流し」を開き、近隣住民ら約300人が参加した。同

部品加工の

ホームページで仕事の受注が出来ました。
　　　好評「部品加工のマテハン」

URL:http://www.kk-matehan.co.jp/
E-mail:mth@kk-matehan.co.jp

株式会社

同 友 会 の 製 造 業 と 連 携 し て
北関東機械加工センターを目指します。

従業員数　12名
代表取締役　島山　　淳
群馬県太田市矢田堀町351-6
TEL　0276（37）4571
FAX　0276（37）4562
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新会員
ご紹介

８月度常任理事会承認
会員名簿追加録（順不同・敬称略）

企業名･役職･氏名･生年･所在地･電話･FAX･業務内容･趣味･紹介者

〒379-0116　安中市安中1-16-38

　当社は、群馬県内を中心に住宅型有料法人ホー
ム・デイサービスを12カ所運営しております。
「介護は究極のサービス業である」という経営理
念の下、これからの超高齢社会を切り開いて行き
たいと考えております。何卒よろしくお願い申し
上げます。

ＴＥＬ：027-380-1212

FAX ：027−380−1414
住宅型有料老人ホーム、デイサービス、訪問看護、福祉用具

【紹介者／谷口秀和】
ゴルフ

高
崎
支
部

㈱サムエス

代表取締役
荒　井　浩　司

S50年生

〒378-0012　沼田市沼須町750

 「個人を尊重し安らぎと安心感の持てる生活へ支
援します」の理念のもと、開業以来15年。これか
らのポイントは多職種連携と考えます。医療福祉
関係以外の数多くの職種の方々と繋がり、いかに
協力して支えていけるか大事です。弊社の成長は
もちろん、一人ひとりの人生を支える為にも、今
後ともどうぞよろしくお願いいたします。

ＴＥＬ：0278-23-5578

FAX ：0278−30−5020
介護保険事業

【紹介者／阿左見徳之・島田崇弘】
ゴルフ・野球

沼
田
支
部

㈲グループホーム恵の家

管理者
金　井　大　輔

S49年生

〒370-0852　高崎市中居町2-3-15  202

　当社は、デザインだけでなくコンサルタントか
らシステム開発までお客様の業務改善や売上向上
に関して様々なお手伝いをさせていただいており
ます。皆様と情報・意見を交換をすることで沢山
のことを学びたいです。どうぞよろしくお願いい
たします。

ＴＥＬ：027-384-2801

FAX ：027−384−2781
デザイン全般、システム開発

【紹介者／高屋敷奈央】
読書

高
崎
支
部

㈱ジョイントループス

代表取締役
尾　串　理　江

S52年生

〒370-1201　高崎市倉賀野町2659

　当社は高崎市倉賀野町で金属の表面処理加工業
をしております。品目としては、電解研磨・カチ
オン電着塗装・銅ニッケル・クロムメッキなどを
行っています。同業種のみならず異業種の方との
情報交換をさせていただき、繋がりを広げていき
たいと考えております。よろしくお願いします。

ＴＥＬ：027-346-3636

FAX ：027−346−3638
銅、ニッケル、クロムメッキ、電解研磨、カチオン電着

【紹介者／大野勝巳】
ネットショッピング

高
崎
支
部

㈱三和鍍金

事業統括部部長
武　藤　　　篤

H３年生

が
承
認
さ
れ
る
と
と
も
に
、
各
支
部

へ
参
加
目
標
の
検
討
が
依
頼
さ
れ
ま

し
た
。

２
．
入
退
会
者
承
認
と
仲
間
づ
く
り

に
つ
い
て

　

前
回
理
事
会
以
降
の
入
会
者
五

名
、
退
会
者
五
名
を
承
認
。
会
員
数

は
変
わ
ら
ず
五
四
四
名
で
し
た
。

Ⅲ
．
そ
の
他

１
．
次
回
の
理
事
会
開
催
日
程

　

第
五
回
理
事
会
を
左
記
の
通
り
開

催
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
日
十
七
時
よ
り
、
総
務

会
と
連
合
の
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
る

旨
、
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

日
時
：
九
月
四
日
（
火
）

会
場
：
同
友
会
事
務
所
・
会
議
室

協
定
時
総
会
、
神
奈
川
で
開
催
さ
れ

た
関
東
甲
信
越
青
年
経
営
者
フ
ォ
ー

ラ
ム
。
そ
れ
ぞ
れ
参
加
者
よ
り
報
告

が
な
さ
れ
ま
し
た
。

○
延
期
と
な
っ
た
関
東
甲
信
越
支
部

長
交
流
会
が
九
月
の
同
代
表
者
会
議

と
い
っ
し
ょ
に
開
催
さ
れ
る
旨
、
案

内
が
あ
り
ま
し
た
。

○
人
を
生
か
す
経
営
全
国
交
流
会
と

四
委
員
会
開
催
の
案
内
が
あ
り
ま
し

た
。

○
三
号
ま
で
発
行
さ
れ
て
い
る
中
同

協
・
西
日
本
豪
雨
災
害
対
策
本
部

ニ
ュ
ー
ス
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

Ⅱ
．
審
議
・
承
認
事
項

１
．
経
営
研
究
集
会
に
つ
い
て

　

今
年
度
の
経
営
研
究
集
会
の
詳
細

【
議　

事
】

　

長
島
伊
勢
崎
支
部
長
が
議
長
を
つ

と
め
、澤
浦
代
表
理
事
挨
拶
の
も
と
、

第
四
回
理
事
会
開
会
。

Ⅰ
．
報
告
・
連
絡
事
項

１
．
総
務
会
報
告

　

経
営
指
針
を
つ
く
る
会
の
二
日
目

に
あ
わ
せ
て
正
副
代
表
理
事
が
集
ま

り
、
同
友
会
指
針
（
仮
称
）
の
検
討

を
開
始
し
た
旨
、
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。

２
．
各
支
部
・
部
会
・
委
員
会
等
の

案
内
報
告

　

主
な
組
織
担
当
者
よ
り
、
各
種
案

内
・
報
告
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

３
．
そ
の
他

○
七
月
に
宮
城
で
開
催
さ
れ
た
中
同

日
時　

八
月
七
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　
　

十
八
時
三
十
分
〜

会
場　

同
友
会
事
務
所
・
会
議
室

出
席
者
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

正
副
代
表
理
事
／
山
岸
、
澤
浦
、
提

箸
、
常
任
理
事
／
町
田
、
阿
久
戸
、

生
沼
、
増
田
、
水
野
、
長
島
、
宮
田
、

植
杉
、
理
事
／
海
老
沼
、
杉
崎
、
佐

藤
、
榎
原
、
本
多
、
金
井
、
佐
藤
、

関
口
、
浅
井
、
事
務
局
／
黒
岩
、
阿

久
澤
、
竹
内
（
役
員
計
二
十
名
）

生産管理、工程管理、ガントチャート工程管理、在庫管理、原価管理、
調達管理、図面配布管理、計測器貸出管理、販売管理、工事書類一括作
成、耳標管理、安否緊急通報、ルート配達管理、他

株式会社 エス・アイ・エス

★システム化事例

〒370-2312  富岡市星田632－1　http://www.sis-jpn.co.jp/
Tel：0274-63-0466お気軽にご相談ください。

ソフトウェア、ハードウェア、ITサポート、ITコンサル、IT環境構築

第４回


